
・おはようございます。本日は当社決算説明会にご参加いただき、ありがとうございます。

4月から担当となりましたTIS 安達です。これからよろしくお願いいたします。
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・それでは、まず私の方から、2018年3月期業績概要および2019年3月期業績見通しに

ついてご説明させていただきます。本日はこの後に、社長の桑野による新中期経営計

画の説明が控えていますので、時間の関係から業績等については簡潔な説明とさせて

いただきます。
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・当期（2018年3月期）の通期業績の概要です。良好な事業環境の中で、売上高は4,056

億円、営業利益は327億円で営業利益率も8.1％に向上、親会社株主に帰属する当期

純利益は206億円と、いずれも前期（2017年3月期）を上回り、期初計画を過達する良い

決算となりました。

・当社グループとしての最高業績であり、また、第3次中期経営計画における計数計画も

達成しました。
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・ROEについても、2017年3月期の8.8％から1.1％上昇し、9.9％という結果となりました。
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・続いて主要3セグメントの損益状況です。

・ITインフラストラクチャーサービスと金融ITサービスについては、好調に推移し、前期比

増収増益かつ計画過達となりました。ITインフラストラクチャーサービスについては、公

共系の大型運用案件の寄与のほかクラウド関連ビジネスやBPOビジネスの拡大によ

り、金融ITサービスについては、クレジットカード系の大型案件の寄与や不採算案件の

抑制効果等に加えて根幹先の顧客における活発なIT投資が当社収益を大きく押し上

げ、力強い着地となりました。

・産業ITサービスについては、上期の受注状況が弱かった影響のほか、競争力強化に

向けた費用増等もあったことから、単年度としては、前期比でも計画比でも厳しい結果

となりました。
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（説明省略）
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・営業利益についての要因別増減分析です。

・前期に比べて、増収効果で26億円増加、収益性改善で58億円増加したことで売上総利

益は84億円増加した一方、販管費が27億円増加した結果、営業利益は57億円の増加

となりました。

・当期の不採算案件ですが、通期想定の20億円以内となる19億円弱という結果となりま

した。開発損失率でみても0.9％ということで、想定の1.0％以内となり、生産性向上等と

ともに収益性改善に大きく寄与しました。

・販管費は、従業員の処遇改善やAI等の専任組織の設置、体制強化等、競争力強化に

向けたコスト増を中心に27億円増加しました。中長期的な観点では必要なものと考えて

おり、ご理解いただければと存じます。
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（説明省略）
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（説明省略）
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・顧客業種別の売上高の状況を示しています。

・当期は左側の金融系は、大型案件の寄与等でカードが好調だった一方、銀行は芳しく

ありませんでした。産業系では、製造業やサービスが好調だった一方、流通が厳しい状

況でした。公共も前期比減少となっていますが、これは主に本年1月に終了した大型開

発案件のピークアウトによるものです。
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・次に、受注状況についてご説明します。

・当期受注高は、大型案件に関する反動減がありながらも、全体では前期比5.2％増の

2,192億円となりました。

・金融ITサービスはカード系が牽引し、11.5％増と好調に推移しました。産業ITサービス

は大型案件の反動減等もあり、上期は前年同期並みと低調でしたが、第3四半期・第4

四半期と力強さが出てきました。

・期末受注残高についても4.6％増となりました。過去に一括計上した公共系大型案件に

関する受注残高の案件進捗に伴う減少が影響している旨は従前からご説明してきまし

たが、産業ITサービスにおいてこの影響をカバーできたことは来期に向けて力強さが出

てきたといえるかと存じます。
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（説明省略）
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（説明省略）
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・2018年3月期の貸借対照表とキャッシュ・フローの状況は14ページのとおりです。期末

時点ではネットキャッシュの状態となり、今後の成長投資等に振り向けていきたいと考

えています。

・以上が、2018年3月期実績に関する説明となります。
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・続きまして、2019年3月期の業績見通しについてご説明します。

・なお、中期経営計画の方でもご説明させていただきますが、2019年3月期からセグメン

ト区分を変更しています。また、運用等に関わる受注情報の開示も開始します。

・新セグメントベースでの2018年3月期の業績や受注状況は、25ページ・26ページに掲載

していますので、後ほどご参照いただければと存じます。
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・当社グループを取り巻く事業環境としては、引き続きデジタル経営への志向を強める顧

客のIT投資ニーズ等を背景に、堅調に推移するものと期待しており、そうした点から全

て「晴れ」マークをつけています。



・こうした事業環境の中、当社グループでは、新しい中期経営計画の1年目となる2019年

3月期にスタートダッシュをしていきたいと考えており、17ページ記載のとおり、グループ

経営方針として5つを掲げて施策を推進してまいります。
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・2019年3月期の業績見通しについては、売上高は前期比2.1％増の4,140億円、営業利

益は前期比6.9％増の350億円、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比13.0％増

の233億円を計画しています。
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・また、19ページに記載のROEについても、我々としては初の10％以上の達成を目指す

計画です。

19



・20ページ・21ページが新セグメントによる損益予想です。

・主要なセグメントは「サービスIT」、「BPO」、「金融IT」、「産業IT」の4つです。それぞれの

状況に応じて強弱はありますが、前期比増収増益を計画しています。
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（説明省略）
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・最後に、2019年3月期の株主還元についてご説明します。

・株主還元の強化を図るため、新しい中期経営計画では総還元性向を引上げ、40％を

目安とすることを基本方針としています。それに基づいて2019年3月期は1株当たり60

円の配当と42億円の自己株式取得を行う予定です。

・配当性向を2021年3月期に30％まで引き上げる方針ですので、それに応じて、2019年3

月期の1株あたり配当は、これまでの3-4円の増加を大きく上回る20円増ということにし

ています。

・以上で、私からの説明を終了させていただきます。
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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